
  

  
  

小笠原の島 峡 生態系 

武 内 和 彦 ( 理学部地理学教室 ） 
1. はじめに 

小笠原を訪れる 人は， 東京港から船が 南下するにしたがって 気温の上昇するこ 

とを， 身をもって体験することができる 0 また，小笠原に 到着して， ォガ サワラ 

ビロク やタコ / キの 突出した 林 ，赤色土やサンゴ 礁などをみると ぎ ， ここが本土 

とは異なる自然環境下にあ ることを直観するであ ろう。 さらに，沖縄を 訪れたこ 

とのあ る人は， ここの自然が 大ぎくは琉球列島のそれと 類似し， さらに細かくみ 

ると固有種の 分布や サソゴ 礁の発達程度などさまざまな 違いのあ ることに気づく 

かもしれない。 

筆者は， 1 9 7 7 年以降何度か 小笠原を訪れ ， それ以前からのフィールドであ 

る 琉球列島との 比較のうえで ，小笠原の自然環境とその 保全について 考えてぎた。 

その際， 当初 ょ り念頭にあ ったのは，小笠原諸島の 陸域や海岸を 構成する自然的 

諸要素が， それぞれ独立して 存在するのでれなく ， 島 快生態系というべ き 一定の 

機能的・構造的・ 空間的まとまりをもつであ ろうというたとであ った。 現在まで 

のところ， 島 快生態系の全体像の 解明にはほど 遠い位置にあ るが，現在すすめら 

れている小笠原諸島自然環境現況調査などを 通じて，少しず つ 自然的諸要素の 相 
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2. 陸上と海岸の 亜熱帯 

「亜熱帯」という 言葉は，小笠原の 自然を論じる 際よ く用いられ， また観光資 

源 としての小笠原を よ く象徴している。 世界の気候区分の 中で ) 亜 ，熱帯という 用 

詰 は，有名な KOppen の気候区分を 修正した Trewartha C l 9 3 7 ) の気候 

区分に用いられているが ，そこでの亜熱帯の 定義㌧あ てはめると我が 国の過半は 

亜熱帯に含まれてしまい ， 我タの 体験と一致しなくなるばかりか ，鈴木 (1 975 ) 
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のいうように「気候は 気候のなかに 内在する不連続によって 区分されるべぎであ 

る」という立場からすると ，そもそも KOppen 式の気候区分は 気候区分といえな 

くなる。 吉良 ( 1 9 4 5 ) に よ る 温量 指数を用いた 気候区分も，上記の 立場から 

みると気候区分とはいえなくなるが ，そこで示された 暖かさの 指薮 )180 で以上 - 
の 地域を亜熱帯とすると ， 1 8 0 で線は伊豆諸島と 小笠原諸島の 間を通ることに 

なり ( 図 1 ) , 我ゃ の体験とよく 一致する。 
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そもそも Trewartha や吉良の気候区分は ，はじめに植生帯を 意識した生物 気 候 区分であ り， 成常 的な植生分布の 不連続を気候値で 説明したものと 考え ろ こ と 

ができるから ，逆に，飯泉・ 菊池 ( 1 9 8 0 ) のい う とうに，本土の 南西部にひ 

ろく分布する 常緑広葉樹林と 沖縄や小笠原の 常緑広葉樹林に 差は認めにくいとい 

う 立場にたてば ，あ えて暖温帯と 亜熱帯を区分する 意味はなくなる。 Trewartha 

によ る気候区分 ( 生物気候区分 ) でも両者を区分していないが ，ここでは亜熱帯 

を統一名称として 用いている。 どの名称を用いるかは 温帯や熱帯の ィメ 一ツ 0 差に 

由来するものであ り，日本の過半を 亜熱帯としているのは ，気候に内在する 不連続 

によって区分したアリソ フ の気候区分も 同様であ る ( 鈴木， 1 9 7 4 ) 。 しかし， 

日本の過半を 亜熱帯とするイメージは 少なくとも我々にはなじまないものであ ろ 

つ @ 

そ 乙で問題を暖温帯植生成 を 2 分すべ き かどうかという 点にし ぼ ると，いくつ 

かの植生に内在する 不連続性に よ り ， 少なくとも暖温帯の 下位区分として ，琉球 

列島や小笠原諸島にいわゆる 亜熱帯の植生域を 設けることが 妥当と考えられる。 

その理由は， これらの地域で ， ①南方系の植物がきわめて 多く混在すること ，③ 

植物社会学的にかなり 上級で単位区分される 植生単位 ( 琉球列島のリュクキュ ク 

アオキースダジイ 畔田 ( 宮脇ほか， 1 9 7 1 コ ，小笠原話 島の オオバン ロテ ツ ー 

テリ " コプガジ 畔田 ( 大場・菅原， 1 9 7 7J ) が支配的で， また熱帯と共通の 

アダソ ・ タコ ノキ ， ビロク・ ガガ サワラビロ ウ などを含む植生単位もみられ 

ること，③本土のアカマツ・クロマツ 林が分布せずに ， リュクキュタマツ 林が分 

布 すること，④ マッ林 以外の二次林の 主体が本土で 落葉広葉樹林であ るのに対し ， 

常緑広葉樹林が 主体となっていること ) などであ る。 

こうした亜熱帯植生成の 境界は，琉球列島では 屋久島とトカラ 列島の間にひか 

れ ， 温量 指数の 1 8 0 。 線 ときれいに一致する。 伊豆諸島と小笠原諸島の 間の境 

界付近には 島煉が 分布しないため 検証はできないが ， 温量 指数をたどってゆくと ， 

北緯 3 0 。 付近に植生からみた 亜熱帯の境界線がひかれることになる。 また，吉 

良 ( 1 9 4 5 ) にとれば，植生的にみた 亜熱帯と熱帯の 境界は ， 暖かさの指数 

2 4 0 での 線 と一致するという。 とすれば，小笠原諸島は ， 亜熱帯の中心部分に 

位置づけられると い える。 

つぎに， 植 生とともに亜熱帯を 特徴づけているといわれている 赤色土について 

考えてみ よ           で 問題となる赤色土は ，洪積台地に 広く分布する 古 赤色土 
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( 白土壌 ) ではなく，現在の 気候環境下でも 生成中の成苛性土壌であ る。 松井・ 

加藤 ( 1 9 6 2 ) は， 「世界の， とくに中国東岸地域の 成 帯性 土壌分布と気候・ 

森林植生との 関係を日本付近に 延長して考えると ，典型的な成 帯性 赤色土は ，お 

そらく奄美群島以南に 分布」するだろうとの 考え方をしめしているが ， その根拠 

は 主に， 年 積算気温   しいう気候 値 に求めている。 そこ で， 1978 年の気候 表 
を 用いて 年 積算気温を求めると ，那覇が 8 0 6 4.1 でとなるのに 対して，父島は 

それより高い 8 4 6 9.4 むとなる。 このことから ，単純に考えれば ，琉球列島に 

典型的な成 帝性 赤色土が分布するとすれば ，小笠原諸島にも 当然 成帯性 赤色土が 

分布して よ いはずであ る。 

しかし，最近の 土壌調査結果に よ ると，むしろ 小笠原の赤色土は 古土壌ではな 

いかとの見解が 多くしめされており ( 浅海， 1 9 7 0 ，小泉ほか， 1 9 7 7, 戸 

谷ほか， 1 9 7 8 ㍉ その根拠として ，多くの地点で 赤色土のうえに 褐色森林土 

が 形成されており ， また沖積層 下 に赤色土のみられることがあ げられている。 も 

しそうだとすれば ，琉球列島の 赤色土も古土壌ではないかという 疑問が生じるが ， 

この問題を解明 サ ガためには， さらに土壌断面調査をすすめると 共に，琉球列島， 

小笠原諸島の 比較研究をすすめ ざ ことが必要であ る。 

一方，熱帯地域に 分布の中心をもつサンゴ 礁の分布から 海岸のⅠ亜熱帯」を 考 

えてみると， 礁 としての地形的特徴をもつ 現成 サソゴ 礁の分布は大ぎくみてほ ほ 

北緯 3 0 。 付近までであ る ( 堀 ， 1 9 8 0 ) 。 琉球列島では ，現成サンゴ 礁の北 

限は ，亜熱帯植生の 境界と同様トカラ 海峡にあ るとされる ( 目崎， 1 9 8 0 ，山 

里・目崎， 1 9 8 0 ) 。 ところで， 世界的にみて サソゴ 礁の生育を説明する 気候 

個は 最 寒月の月平均表面海水温度であ る C Hori , 1 9 7 7 ) といわれているが ， 

海洋資料センタ 一編 ( 1 9 7 8 ) に よ る海洋環境 図 0 2 月における水深 0 机の水 

温 平均値をみると ， ちょうど 2 0 冶の線がトカラ 海峡を横切っている ( 図 1 ) 。 

この線を東にたどってゆくと ， しだいに南下して ，小笠原群島付近では ， 島に 

近い北緯 2 8 。 前後に位置することになる。 これは，琉球列島付近では ，黒潮の 

影響に よ り高温 域がコヒ 上していることに よ る結果と考えられる。 小笠原の サソゴ 

礁の発達が琉球列島にあ る同緯度の島 ク とくらべて，著しく 悪いことが従来 よ り 

指摘されているが ， 倉 EH ほか ( 1 9 6 9 ) はその原因を 地形の急峻 さ ，風波の強 

さ，潮流の強さに 求めている。 しかし，小笠原がサンゴ 礁 分布の北限にあ たるこ 

とは， この等値線からも う なずけるのであ る。 
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沖縄の海で泳いだ 人が小笠原の 海で泳いだ 時 ，意外に水温の 低いのに驚かされ 

ることがしばしばあ るが，琉球列島付近の 高温域の北上は 夏季においても 認めら れぐ 海洋貸料 セソタコ ユ 「・ 9 7 8 ), 我々の体験が 気候値からも 裏 づけられる。 

植生と サソゴ 礁を指標として 陸上と海岸の 亜熱帯を比較すれば ，琉球列島では 

両者が よ く対応するのに 対して，小笠原諸島では 両者の ズレ の大きいことが 明ら 

かであ る。 すな む ち，小笠原諸島は ，陸上の亜熱帯の 中心部分に位置付けられる 

にもかかわらず 海岸の亜熱帯の 北限に位置づけられるのであ る。 

注 1 )  最 寒月が 1 8 。 C 一 0 。 C で、 最暖月が 2 2,C 以上。 な お ， 最乾 月の降水量 6 0% 以上 
  

の場合「湿潤亜熱帯」になり ，我が国の過半はこれに 含まれる。 

2 )  植物の生育温度を 平均気温 5 。 C 以上と仮定し ，月平均気温 5,C 以上の月について ， 

月平均気温から 5 。 C を引いた値を 1 ケ 年について積算した 値 。 

3 )  日 平均気温 i 0 。 C 以上をしめす 期間の日温の 積算 値 / 年 

 
 

 
 

 
 

5. 島 快生態系とその 人為的変革 

戦前にも小笠原で 生活していた 住民は，かつてこの 地の レ たるところに 集落や 

農地が分布し ，現在みられる 林のかなりの 部分が戦後再生 L たものであ ることを 

知っている。 小笠原の島快生態系は ， 明治期に本格的な 開拓がはじまって 以来， 

強制疎開を経て 軍がひきあ げるまで，常に 強い人為的干渉 下 にあ ったといえる。 

戦後，小笠原の 大部分が 2 4 年もの長期にわたりほとんど 手つかずのまま 放置さ 

れ， また復帰後はぴろく 国立公園の保護区域に 設定されたにもかかわらず ，戦前 

までの土地利用がいたるところに 爪痕を残している。 サト タキビや デリスなど栽 

培植物が，現在も 旧農地に繁茂していることや ， 旧 農村集落跡が 残されているこ 

となどは， その例であ る。 

こうした小笠原の 現状とは別に ，人為的変革のおこたわれる 以前の自然景観， 

すなむち 原 景観がどうであ ったのかは，小笠原の 島 峡 生態系研究の 中で ， ぎね め 

て 興味深い問題であ る。 とくに， 原 植生がはたして 何であ ったのかは，琉球列島 

や伊豆諸島の 主要な目 然 林の高木層を 形成している ンイやカン のブナ 科 植物を欠 

く 小笠原諸島においては ，植物生態学上きわめて 重要な問題であ る。 群落組成の 

固有性が高い 小笠原では類似した 気候 一 土地環境下の 残存自然 林 ， たとえば琉球 

列島のそれから 原 植生を直接類推することは 困難で， それゆえ 原 植生の復元は ， 
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史料や現存植生調査から ， 間接的に行わざるを 得ない。 

清水・田端 ( 1 9 7 9 ) は， 父島の自然 林を 3 つに 類型化し， そのうち， モク 

タチ バ々によって 区分される森林タイプが ，現在の ムニソヒメ ツバキ や リュクキ   

ュタマツの 林 ( その大部分が 戦前の畑地放棄 跡 に成立・ ) の分布 域 に成立していた 

と 推定し， その典型林は ，母島の桑 / 木山，石門出付近に 残されているとしてい 

る。 土地的な制約を 受けて成立している 他の森林タイプと 異なり， このタイプの 

森林が小笠原の 原植生を代表していたであ ろうことは，琉球列島において ンィ ， 

カンを欠く石灰岩植生域や 小島を中心とする 一部の非石灰岩植生成で 自然 林 の 亜 

高木屑，低木屑 にモクタチ バ々が優占することからもうなずける。 しかし，母島 

の典型林にみられるように ，高木屑 にクドノキやンマ ホルト / キが 優占している 

といわれている ( 大場・菅原， 1 9 7 7, 清水， 1 9 8 0 ， ) 点 、 ほ ついては，母島 

と父艮の生育環境の 差異 ( とくに湿度の 差 ) や ，琉球列島でブナ 科の補完的役割 

をはたすクスノキ 科の種，小笠原諸島では テリハコノ ガン， コブガ ン ， タブガン， 

マルバヤ ブ ニッケイ， が高木層を形成しうる 可能性を含め ， さらに検討する 必要 

があ る よう に思われる。 
  

原 植生が復元されたとしても ， 小笠原の土地自然が 仝 日 そうした植生をささえ 

ぅる 潜在力を保持しているとは 限らない。 ・なぜなら，農業活動や 軍事活動を通じ 

て小笠原の土地自然は 大規模に改変され ，斜面で加速的侵食 ( 土壌侵食 ) がひ き 

か こされて，不可逆的な 立地の賛化がいたるところにみられるからであ る。 リュ 

クキュタマツ ， モ クマ オタ， ギソ ネム， リュク ゼツラソ など移入 種 がはびこって 

いるのも， それらが 貧 化した立地に 耐えうる植物種だからこそであ ろう。 一方， 

比較的土壌流出の 少ない高原状緩斜面 ( 田村・今泉， 1 9 8 0 ) に歩いては， 林 

床 に自然 林 構成 種 が多く含まれ ，．遷移が急速に 進行しているが ， ここでは 徐クに 

移入梅が駆逐されてゆくものと 思われる。 
  

つぎに，小笠原における 島 快生態系の人為的変革の 実態を，父島八瀬川流域を 

とりだして， よ り詳細にみてみることにしょう。 

図 2 は， 父島八瀬川流域における 強制疎開直双の 土地利用状況をしめしている。 

八瀬川流域は 父島で最も農業活動の 盛んであ ったところであ り， また，耕地の 分 

布は 1 8 9 0 年代以降ほぼこの 図にみられる よう に固定されていたとみなされる 

( 片平， 1 9 8 0 ) 0 

図 3 は， この流域の現存植生 図 であ るが，図 2 と比較して，かつての 耕地が     

一 14 一 



  ナ @ ‥ⅠⅠ・Ⅱ へ 

0 

め 

<3S 

宅地 

の   一 

笏笏   
                                    山林   

  忽，         

）
 
集
 
編
 
り
 

る
ょ
 

け
 
0
 

 
 

 
 川

流
 
片
平
，
 

瀬
 
（
 

入
用
 

・
て
ホ
Ⅱ
 

｜
 Ⅰ
 

島
地
。
 

父
 
上
 

た
の
 

み
 
）
 

り
ろ
 

ょ
ご
 

日
午
 

の
地
 
9
4
4
 

帳
 
1
 

ム
口
（
 

 
 主
戦
 

2
 
図
 

  

                                                                                                                                                                                之 ・クイ 含む 岩 ソラ 円地 ン やセ 
                        ヒ / ク ,     キ抹 
勿     - ク千 - クマツ 林 
囲 " … 
" 。 """ ホ " 

  ( 一別 ン - リ ガヤ ツ 

    
一 -" 加地・拙攻 地 
  

囲 …。 
正三日 "" 。 ""," 

  Ⅰ よ 「 - 

  原野 ( 刊 、 有地 分 ) 

イロンペンケイ 

@ 血性 4 世 ) 

図
 
生
 
植
 
観
 
目
 
手
か
 
@
 

の
 
域
 
流
 

 
 
 
 
 
 
瀬
 
八
 鳥

ト
 

る
 
父
 

Ⅱ
 

よ
 
-
-
 

 
 
七
 
-
-
-
 

%
 

真
判
 

写
 
中
 
空
 

3
 
図
 

  



ユ タ キュ クマ ツやギシ ネムの林になっていることがわかる。 また，かつての 国有 

林 ( 図 2 の白地部分 ) は燃料用薪炭 林 に供されていたといわれている ( 豊田， 

Ⅰ・ l ユ 9 7 ） が， この部分は，現在 ヒメ ツバキ林が主に 分布している。 清水・田端 

8 l ノ く Ⅰ よ ll 9 0 ) は，いくつかの 理由で ヒメ ツバキ林が二次林であ ることをのべ ， さ 

らに， 「 ヒメ ツバキは陽樹ではあ るが，寿命が 長く，比較的 耐 陰性もあ り，萌芽 

能力もすぐれている」とのべているが ，そうした性質をもつこの 林は，かって 薪 

炭林としての 役割をもっていたものと 考えられる。 また，国有林 城に リュク ゼツ 

ラン やセ ィロ ソベソ ケイを含む岩石地が 多くみられることは ， この地域において 

かって強い人為的干渉が 加わり加速的侵食がひ き卦 こされていたことを 物語るも 

のであ る。 

捜業 につぐ生態系への 人為的干渉は ，旧日本革に よ る地形改変であ る。 現在も 

山地のいたるところに ，かって 掘 られた壕が縦横に 残されている。 筆者らは， 亜 

熱帯農業 セ ソタ 一 を訪れた 際 ，敷地内の丘 頂 緩斜面上の土壌中に 腐植に富む暗色 

十層がかなりの 範囲で埋役しているのを 聞 き ，現地をみせてもらったが ，調べて 

みると暗色十層中にり ュ クキュウマツの 種子が含まれ ，近くに壕が 掘られている 

ことから，旧日本軍の 土地改変に よ るものと判断した 経験があ る。 こうした改変 

が 生態系にいかなる 影響をもたらしているかは 今のところはっきりしないが ， 動 

植物相や地下水等に 何らかの影響を 与えたのではないかと 予想、 される。 ひとつの 

例として， かっていたるところでみられた / ヤジ が戦時中軍の 食糧に供されその 

後 絶滅したのではないかといわれた 話は有名であ る。 予想、 に反し現在ところどこ 

ろ 林冠を突き破るまでにノヤンが 回復し林床にもみられるとうになってぎたのは 

喜ばしい限りであ る。 

戦後野放しにされた ヤギ も， 生態系の変革， とくに植生破壊や 加速的侵食をす 

すめた原因のひとつであ るといわれている。 豊田 ( 1 9 7 5 ) は， 南島で ヤギ の 

放牧 中と 捕獲後の植生変化を 調べているが ， わずか 4 年で顕著な植生の 回復が認 

められ，逆に ， ヤギの与える 影響が相当なものであ ることを裏 づける結果となっ 

ている。 ヤギは ， ヒメ ツバキを喰わないようであ るが，戦後の 再生二次林に ヒメ 

、 ソパキ が極めて多いことと 何か関係あ るかもしれない。 

以上，小笠原の 原景観とその 後の生態系の 人為的変革について 断片的に述べて 

ぎたが，今後さらに 図 4 の模式 図 にしめしたような 相互連関性をふまえて 小笠原 

の島峡 生態系とその 人為的変革について ， 全体像を解明しうちょうな 研究をすす 
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めてゆくことが 望まれる。 

  

4. 島填 生態系の保全 
最後に， 仝までみてぎたことから ，筆者が小笠原の 島快生態系保全のあ り方に 

ついて考えていることをいくつか 述べてみたい。 

まず第 1 に，自然体 護 にかかわる問題があ る。 多くの研究者から 指摘されてい 

る よ うに，小笠原の 動植物には数多くの 固有種が含まれており ，また，地質， 地 

形 的にみても，無人 君そ それが作る 枕状 熔岩等の岩石，貨幣石などの 化石や，海 

蝕地形，沈水力ルスト 地形， 造礁 サンゴなど，学術的保護対象となりうるものが 

多い。 現在，これらのうちとりわけ 貴重とされる ，絶滅に瀕した 固有種の分布 域 

や 手つかずのまま 残されるべ き 地質・地形 成が ，国立公園の 特別保護地区になっ 

ている。 

しかし，小笠原の 自然保護は， こうした学術的保護対象の 保護にとどまるもの 

ではない。 戦前の農地が 長期にわたって 放置され現在もかなりの 部分が森林とし 

て 残されているのは ? 小笠原の大きな 特徴であ る。 強制疎開とその 後の土地利用 

の 空白 期 があ ったことは， 旧 島民ととっては 非常に不幸な 出来尊であ り，その後 

遣 症は現在もさまざまな 問題として残されているが ， 島 快生態系研究の 立場から 

みると，他に 類をみない 島 ぐるみの実験   人為的干渉を 停止すると植生の 二次 
遷移はど う 進行するか   をはからずも お こなった結果となっている。 保護と開 
発の調和をはかった ぅ えで， こうした地域の 一部を進行遷移の 貴重な実験 区 とし 

て手つかずのまま 保護するとともに ，継続的な観察を お こなってゆく 必要があ る 

とうに， 9 、 われる。 

また，小笠原の 各地でみられる 地すべりや硫黄島の 隆起現象 ( 貝塚， 1979) 

にみられる よう に，小笠原の 晟 峡 生態系をささえる 土地基盤は不変のものではな 

い 。 田村 ( 1 9 8 0 ) が父島三日月山の 大規模地すべり 地で ， 「むしろ 地 すべり 

という自然現象をとり 込んだ自然保護というようなことが ，この ょ うな所では 考 

えられて よ いのではなかろうか」と 述べているとうに ，今後は，面的・ 動的な自 

然保護についても 配慮がなされるべぎであ ろう。 

その場合，動植物や 地質・地形・ 土壌をそれぞれ 個別的にとらえ、 自然的諸要 

素を個 クに 保護しょうとするのではなく ，それらの立体的まとまりとしての 自然 

生態系の保護が 考えられる必要があ る。 地質，・地形，土壌 ( 土壌微生物 ), 群落 
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階層，動物のつらなった 立体的な自然保護対象としての 生態系の保護が 必要なの 

であ る。 現存植生も，そうした 立体的枠組みの 中で，動的に 変化し ぅ るものとし 

てとらえてゆく べ ぎであ ろう。 その際，現在はびこっている 移入動植物の 駆除を 

どうかこなってゆくかが ，大きな問題となるが ，たとえば : 防災的に保護する 必 

要 のあ る地域以覚ですでに 伐期をむかえたリュクキュウマツを 積極的に林業資源 

として活用するなど ，生態系の特性を 生かした対策がはかられるべぎであ ろう。 

つぎに，小笠原の 開発について 考えてみたい。 小笠原の大部分が 国立公園区域 

に 指定された 今 ，戦前におこたわれていたような 規模での農業の 再開は不可能と 

なっているが ，それでも 旧 島民を中心に 農地を拡大し 集落を分散したいという 意 

何 はきわめて強い。 そうした要求は ，そもそも現状が 戦争という不幸によっても 

たらされた以上，正当なものであ る。 とくに， 旧 農地については ，先に述べた ょ 

う な追跡調査を お こない うる 一部の地区をのぞ いて ，むしろ積極的な 復元がはか 

られてもよいのてはないか。 だとすれば， 島峡 生態系保全の 立場からは，過去に 

ひき た こされたような 無秩序な植生破壊や 地形改変，その 結果としてひきおこさ 

れる加速的侵食などを 防ぐことに重点がおかれなければならない。 

そのことを可能とするためには ，地質・地形・ 土壌・植生からみた 望ましい 土 

地利用 ゾ 一ニ ソグ をおこ なう ことが必要であ り，そのためが 準備的作業として 生 

態 学的土地評価や 自然立地的土地利用計画の 策定が不可欠と 考えられる。 現在す 

すめられている 小笠原諸島自然環境現況調査は ，そうした作業の 基礎資料を提供 

するものであ り， とりわけ地形分類 図 ( 田村，今泉， 1 9 8 0 ) や現存植生国 ( 

Oku@t@omi@ 11@ a@I@ ・ @ ) 1 9 8 0 など， 図 化された情報はリ ゾーユングの 際に有 
効 性を発揮するにちがいない。 

つづいて，海域に 眼を向けると ，海中公園に 代表されるような 沿岸域の自然保 

護と ，水産業の振興，海水浴や 釣りを中心とするレクリエーション 利用間の調整 

をはかりながら ，海域生態系の 保全を推進してゆくことが 不可欠てあ り，そのた 

めにここでも 保護と利用の ゾ マニンバが必要とされる。 その際，港湾整備等に 伴 

う 海域汚濁の防止については ， とくに注意がはらわれるべぎであ る。 また，海域 

利用に際しては ，海域生態系の 特性に着目すべぎであ り，生態特性を 生かした ア 

ォウ ; ガメ の養殖 ( 倉田， 1 9 8 0 ) などは，その 好例といえ よう 。 

以上のべてぎたような 生態系保全の 課題をまとめてみると ，図 4 の右側にしめ 

された よう になる。 島 快生態系の保全は 困難な課題であ り， まだまだわからない 
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